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新しいドアエントリー手順に関する洞察 

 

2010 年以降、消防士育成コースの更新に伴い、新しいドアエントリー手順が盛り込まれた。その手

順は、それまで教えられてきたものとはまったく異なる。重要な違いは、新しいドアエントリー手順

はホースラインを使用しながら行われるという点である。その根底にあるメッセージは、火災の被害

から身を守ることができるように常に充水されたホースラインを使用してドアエントリー手順を実行

するということである。 

この記事では、新しいドア・エントリー手順について簡単に説明する。より深く読むには、消防士

コースまたはシラバス「Binnenbrandbestrijding」（[1]参照）を参照されたい。また、ドア・エン

トリー手順に関する新たな洞察と考察についても述べる。 

1 新しいドアエントリー手順 

新しいドアエントリー手順はいくつかの部分から構成されている。 

1.1 ドアに近づく。 

ドアへの進入手順は、消防士がドアに気づいた瞬間から開始される。前回同様、ノズルマン（筒先

員のこと）は同僚とコミュニケーションを取ることが重要だ。ドアを見つけたことを伝える。次にノ

ズルマンはドアの目視評価を行う。つまり、ドアをよく見るということだ。煙の出る様子（脈打つこ

ともあれば、脈打たないこともある）、ドア底からの光、ドアの変色や塗装の剥がれなどがないか、

周囲をよく観察する。ここで念頭に置いておくべき重要なことは、ドアが木製の重厚なドアである可

能性や耐火ドアである可能性もあるということだ。このような場合、これらの兆候は見られないこと

もある。このようなドアは、普段訓練で利用する火災練習用コンテナの金属製ドアとは根本的に挙動

が異なる。 

 
図 1.1 "押し戸 "ドアでの隊員の位置。(写真：Ronny 

Bundervoet） 

 
図 1.2 "引き戸"ドアでの隊員の位置。(写真：Ronny 

Bundervoet） 
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消防士が攻撃を開始しようとする部屋に煙の層がある場合は、さらにリスクが高まる。この煙の層

は、ドアを開けたときに引火する可能性がある。その上、煙の層はドアの一部を見えなくしてしまう。

ドアの上部から出る煙は、煙の層の下から見る消防士はどのように煙が出ているか見えないかもしれ

ない。もしかしたらドアの上端の煙が部分的に燃焼している可能性さえある。  

次にドアが開く方向を知る必要がある。これは蝶番を探すことでわかる。この方向は、ドアを「引

き戸」または「押し戸」と名付けることによって、他の消防士に素早く伝えられる。 

最後に、消防士はドアの前に適切な位置につく。押し戸の場合、ノズルマンは蝶番の横に位置する。

ホースマンはドアノブに近い位置につく。こうすることで、ホースマンは壁に守られる。ドアが開く

と、ノズルマンは "放水方向 "に位置する。万が一のときに放水で火炎から身を守れるからだ。この

位置でも、十分に水を室内に導くことができる。ノズルマンの位置は、以前教えられていた方法とは

正反対であることに注意しなければならない。昔のやり方では、室内に水を入れることは不可能だっ

た。引き戸に対処する際には、ノズルマンが再び「放水方向」に位置するように、隊員は場所を入れ

替える。 

1.2 水を使う 

特に、煙が上部から出ている場合や、消防士がいる部屋が煙で充満している場合、ドアを開けると

炎が出る危険性がある。消防士はこのリスクを最小限に抑える必要がある。そのためには、頭上に 2

回パルス放水を実施し、その後にドアを部分的に開ける。このプロセスを流れるように行うためにノ

ズルマンは大声でカウントを数える。ONE と数えると、短いパルスが同僚の頭上に向けられる。TWO "

では、自分の頭上（ノズルマン）に短いパルス。THREE "でホースマンがドアを 30 センチほど開け、

ノズルマンがノズルを部屋の中に入れ、3 回パルスを屋内に実施する。その後、ノズルは引き戻され、

ドアは再び閉じられる。 

   
図 1.3 ノズルマンが同僚の頭上にパルスを当て（"ONE"）、次に自分の頭上にパルスを当て（"TWO"）、ドアを部

分的に開ける（"THREE"）。3つのパルス放水後にドアが再び閉じられる。(写真：Ronny Bundervoet） 

 

ドアが開いている間、ホースマンはドアの上部で何が起こっているかを観察する必要がある。大量

の煙が出ているか？煙の色は？炎は出ているか？ノズルマンはパルスを出しながら部屋の中を見る。

中世帯は見えるか？高さは？火元は見えるか？大きな空気の流れはあるか？などなど。 
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1.3 コミュニケーション 

屋内進入では、隊員間で適切なコミュニケーションを取ることが極めて重要である。ドアエントリ

ーの手順も例外ではない。ドアを閉めた後、両隊員は見たものについて話し合う。 

1.4 手順を繰り返す 

必要であれば、ドアエントリーの手順を繰り返す。ドアはふたたび開けられて、室内に放水が行わ

れる。隊員たちは状況を再確認し、再度話し合う。この手順は、ドアの後ろの煙が燃焼するリスクを

落とすことができたと判断できるまで繰り返される。 

1.5 進入 

ある時点で入るかどうかが決まる。ノズルマンが先に入り、出入り口の直接の直線経路から離れた

位置でいったん待機する。具体的には 1.5 メートルほど前進し、そこでホースマンが合流するのを待

つ。ホースマンがヘルメットを叩いてドア通過したことを合図する。ノズルマンは次に温度チェック

のために頭上に 1 回のパルス放水を行う。この目的は、隊員たちの上にある煙の層の熱量（温度）を

チェックすることだ（100 度以上なら水は蒸発し水滴が落ちてこない）。この体勢から、消防隊員は

火災の鎮火を目標に、火点に向かって前進することができる。国際的な傾向として、換気不足の火災

に対処する場合は、3 人目の消防士を隊員に加えることがある。この追加の消防士は、ドアの前に残

り、ドアをできるだけ閉めて新鮮な空気の流入をできる限り断つ役割がある。 

2 新しいドアエントリー手順の目標。 

2.1 熟考の瞬間 

出入り口を通過するとき、消防士はその部屋に進入しても安全かどうかを自問する。多くの場合、

この質問に対する答えは「イエス」だろう。ドアを開けると、新しい情報が得られることがある。火

災が最初に想定されたよりもはるかに激しいことを示す新たな情報だ。外見上は何の兆候もないのに、

ドアを開けると黒く熱い煙が大量に流れ出ていることがある。そのとき、部屋に進入することを決断

した場合、この新しい情報を外にいる指揮隊に伝える必要がある。  

2.2 ドアの後ろに水を入れる 

世界のいくつかの地域では、ベルギーの消防士コースのものと酷似したドアエントリー手順が実施

されている。共通しているのは、ドアをコントロールしながらドアの裏側に放水するという試みであ

る。ベルギーでも他の国でも、これは 3 つのショートパルスを室内に向けることによって行われる。

この方法のバリエーションとして、1回のロングパルスを使う方法がある。 
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2.3 できるだけ空気を入れない 

建築工法の変化（断熱性の向上、気密性の向上など）により、換気不足の火災が増えている。この

ような火災では、酸素不足によって熱放出率が制限される。火災の成長が新鮮な空気の不足によって

制御されている状態だ。消防士が部屋に通じるドアを開けると、煙はドアの上部から流れ出る。それ

と同時に新鮮な空気も下部から室内に流入する（図 2.1 参照）。ドアの開く角度を広げれば広げるほ

ど、流入する新鮮な空気の流量は多くなる。 

そして、空気が増えれば増えるほど、火は大

きくなる。アンダーライターズ・ラボラトリー

ズ（UL）のスティーブ・カーバーは昨年、家を

建てて火をつけ、換気の影響を調べるという実

験を何度も行った（[5]と[6]を参照）。  

 

これらの実験から、通常の大きさのドアであ

れば、ドアを開けた後、換気によるフラッシュ

オーバーがかなり早く起こることが明らかにな

った。  

 

ドアエントリー手順の目的は、非常に短い時

間ドアを開けることである。また、ノズルが室

内に入るのに十分なスペースを確保するため、

ドアは 20 センチほど開けられる。こうすること

で、少量の新鮮な空気だけが室内に入り、火災

が成長するスピードを遅らせる。 

 

 
図 2.1 煙ガスは出入口の上端から出ているが、出入口

の残りの部分は新鮮な空気の 供給に使われている。

この新鮮な空気により、火災が急速に拡大する。(写

真：Steve Kerber - Underwriters Laboratories） 

3 考察／改善点 

3.1 バリエーション 

2011 年 11 月、私は他の 3 人のベルギー人同僚とともに、クロアチアのサプヤネで開催された、数

十カ国から集まった CFBT インストラクターのためのコースに参加した。そこで私たちは、各国のド

アエントリー手順にわずかな違いがあることに気づいた。しかし、共通する部分もあり、確実なドア

エントリー手順には 3 つの重要な要素があるという結論に達した。それは、隊員が観察し、意図的に

活動しながら任務を遂行すること、ドアの向こうの部屋に放水すること、そして最後に部屋に流入す

る空気を制限することである。これら 3 つの要素を含むドアエントリー手順であれば、良い結果が得

られるだろう。また、ベテランの消防士であれば、自分が置かれた状況のニーズに合わせて、この手

順を少し変更することもあるかもしれない。 
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3.2 ロングパルスの使用 

現在のベルギーの手順で難しいのは、大きな部屋や細長い部屋に入ることだ。私たちのショートパ

ルスでは、ドアの近くにある煙しか冷やすことができない。このような場合、ドアエントリー中にロ

ングパルスを使用することで、より良い結果が得られる。ロングパルスを使用すると、噴霧の円錐が

やや狭くなる。具体的には 30～40°の角度が基準となる。また、ロングパルスはショートパルスより

遠くに水滴を届けるためにやや下向きに放水する。最後に、ノズルは 2～3 秒と長く開いたままの状

態にする（参考としてショートパルスは 1 秒程度）。この方法では、より大量の煙を冷却したり、ド

アから離れた場所にある煙を冷却たりすることができる。 

3.3 換気制御状態 vs 燃料制御状態 

ドアエントリーの手順には、両立させるのが難しい 2 つの部分がある。ドアの向こうの部屋の状況

について情報を得るのは非常に難しい。この 2 つの行動の目的を覚えておくことは非常に重要だ。空

気が流れ込むのを避けるため、ドアは開けすぎてはならない。最初にドアを開けたときに、ノズルマ

ンが、おそらく燃料の量や質で火災の成長がコントロールされている火災に対処していると判断すれ

ば、ドアをできるだけ閉めたままにする必要はない。ノズルマンは、ドアをもう少し開けることを決

定できる。そうすれば、状況をよりよく把握することができる。 

3.4 訓練用器具 

ドアの開け閉めは簡単に練習できる。ほとんどの消防学校や消防署には、練習用のドアがある。図

1.1 は、基本原則を練習できる簡単なモデルを示している。このような練習用ドアを作るのは難しい

作業ではない。どの消防署でも作れるはずである。理想的な世界では、すべての消防士が年に数回、

ドアの開閉手順を練習する。これは、さまざまなノズルのテクニックのリフレッシュと組み合わせて

行うのが最適だ。 
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図 3.1 廊下の端を模した練習用ドアを操作する

2人の消防士（写真：Kurt Vollmacher） 

基本原則がわかれば、消防士は、より困難な状況に

対処する方法を学ぶために、改良された練習用ドアに

移ることができる。ゲント消防署には、廊下の端を模

した練習用のドアがある。このドアは、消防隊員に訓

練された手順を手放させ、自問自答させる：「これか

らどこに位置しようか？今、私たちはどこに位置して

いるのだろう？ドアはどこまで開けなければならない

のか？ 

 

消防士は、これらの質問を "ジャグリング "するこ

とで、ドアエントリー手順の目標を洞察し、その場の

状況に適応することを学ぶ。消防士は、(1)考え、コミ

ュニケーションをとりながら、(2)ドアの向こうの煙の

層に放水、(3)換気不足の火災の場合はできるだけ空気

を室内に入れないようにする、ドアエントリーの手順

を実行する必要がある。 

 

 

 

 

さまざまな種類の練習用ドアを使うことで、消防士は手順を変え、直面する状況に適応することを

学ぶ。今のところ、スライド式の練習用ドアを作った消防学校や消防署はまだない。そのようなドア

を作るには、わずかな費用しかかからない。作成できれば別の状況を想定して訓練することができる。 

天候が良く屋外での練習が可能な場合は、練習用ドアの裏側のスペースにマーキングテープやカラ

ーコーン（パイロン）で印をつけ、部屋を模擬することができる。ドアエントリーの手順を行う際、

3 回のパルスの後、床面積の占める割合を見ることができる。またショートパルスとロングパルスの

効果を調べることもできるだろう。パルスの放射角度だけでなく、ノズルの角度を変える効果も評価

できる。マークされた部屋の状況や、練習用ドアの位置を変えることにより、ドア・エントリー手順

の可能性を洞察することができる。 

さらに重要なのは、部屋の状況を変えることで消防士がドアから入る手順では煙を冷却しきれない

場合があることをはっきりと観察することができる。例えば細長い大きな部屋や L 字型の部屋の場合

にパルス放水をすればドアの後ろの限られた部分の煙は冷やされるだろう。しかし、その煙はすぐに

新しい高温の煙と入れ替わり、外へと流れ出す。火災現場に向かって前進を開始する前に、再び素早

く冷却を開始することが重要である。 
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